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I はじめに V インキュベータの存在の検証
E インキュベータ仮説に関する議論の展開 V-l 立地動態分類による地域区分
国 本論の方法 V-2 インキュベータ成立の地域的条件








化を中心的課題として蓄積されてきた(合田， 1971;上野， 1973). 一方，筆者は経済の成長や生活
様式の変化の中にありながら，伝統的な製造工程と製品を維持してきた在来工業地域が，存続・発展




















一方で都市の機能の 1 つとして，新たな産業または企業を創出する機能 (ï~Î3床機能)に着目し，イ
ンナーシティにその役割を見いだす見解がある.この機能はとりもなおさず者I~rllの活力を示すものと
みなされている.インナーシティこそが，都市内部において苗床機能を来たす地j或であり，インナー
シティを新設企業を生み出す鮮明~器または苗床と捉えた所説がし 1わゆるインキュベータ仮説である 1 ) 
インキュベータ仮説は，それまで都市の階部とされていたインナーシティに，都市的活力の「熱波j
としての機能を認め，再評価するものであった.
インキュベータの概念を最初に提示したのは， Hoover and Vernon (1959) とされている. Leone 


















転仮説については肯定的な結論を得た. Struyk and James (1975) は，合衆国の 4つの SMSAにお
ける新設企業従業員数の地区別特化係数から誕生仮説を棄却した. Leone and Struyk (1976) もま
6J 
第 1表 インキュベータ仮説の実託研究の比中文
著者 対象地j或 調査期間j データ おもな使用変数 誕生仮説 移転;仮説
Cameron (1973) Clydeside 1958-'68:)1三 企業名簿 新設企業の地域別比
(UK) ヰ移転企業の移動 不支持 支持
距離と成長性
Struyk and James Boston (主治、 1965-'68年 企業データ 新設企業従業員数の
不支持 未検討
(1975) 3者I)i'!i(US) ベース 地l:RlJI特化係数
Leone and Stru y k New York 1967-'71 年 工業センサス 移転企業の設立年度
不支持 支持
(1976) (US) 別比率
Steecl (1976) Montreal 1949-'73年 企業名簿 新設企業の地域別比 部分的に支持 未検討
Toronto(CAN) 
Fagg (1980) Leicester 1957-'70年 企業名簿 新設・移il記企業の地
支持 支持
(UK) 区別割合





めた. Steed (1976) はモントリオールにおいて新設企業数の地域別比率を検討し，工程が標準化さ
れていない特定業種にのみ誕生仮説の有効性を認めた. しかし，移転仮説については分析していな
しE



























もが展開された(石川ほか， 1982) 2). インナーシティ問題に関心の低かったB本の地理学分野にお
いては，インキュベータ仮説の正当性を吟味する必然的理由が存在しなかったと考えられる 3) 






ているが，基本的には Scottの主張を支持している(小田， 1997; Oda， 1997). 
都市地理学・工業地理学からの批判を受けて，インキュベータ仮説をインナーシティとは分離して




















































































































































新設(1969-77~q三) 。 164 33.13 
新設 (1978-87年) 。 239 48.29 
新設一移転 。 山司令 31 6.26 
新設一}莞業 。 × 61 12.32 
新設事業所小計 「一--一ーー ーー~ー一----一一~ 495 100.00 
移転 (1969-77年) -;砂 72 12.54 
移転 (1978-87年) 町山令 36 6.27 
移転(両年次) 山崎寸惨 一『令 14 2.44 
移転一廃業 白血令 × 14 2.44 
廃業(1969-77年) × 132 23.00 
廃業(1978-87年) × 49 8.54 
I-'41Tu3.i1二習刀 257 44.77 































時期別には， 1969~77年には 132事業所が， 1978~87年には124事業所が廃業した.廃業事業所数にも
時期的な差は認められない.新設事業所と既設事業所で廃業率を比較すると 新設事業所に占める廃
業事業所の割合は12.32%である.一方 既設事業所に占める廃業事業所の割合は33.98%にものぼ
る. しかし既設事業所の時期別廃業動向をみると 1969~77年には既設事業所の23.0% に相当する



































































































































































12) 借地地域はしづJれも裏通りに分布し， 2.0~2.5m の狭い道路によって区画されている.敷地面積
が狭いため，木造31!時建ての家屋が卓越する.





















































































在化していない安田の 1つとして，マイノリティや 9 )宮，.JI (1976) は，鯖江眼鏡枠工業の形成期におい
外国人労働者の不在をあげている.しかし大阪・東 て， j血縁的・地縁的結合を紐帯とした家業的性格が
京・浜松においては在日コリアンや日系ブラジル人 解体されるにしたがい，産地が拡大したことを指摘







丹羽 (1992) などがある. 体裁を依然として整えていないことを示す.
4) 1995年国勢調査による 11)蓬江寺屋敷は1599(慶長 4)年に前田利家の正室
5 )事業所名や所在地は変更されることがたびたびあ が向寺に寄進した寺領を起源とする.面積は 3カ所
るため，年次lìjJ で事業所を照合する作業には Itl~!ltが をあわせて約J6β00m2で，約130世帯が居住してい
ともなう.その際，電話番号や代表者までもが同時 る.また住吉屋敷はJ980年頃まで、は住吉神社の所有
に変わることは稀であるから，周辺情報を含んだ事 であったが，現在は居住者がそれぞれの土地を取得
業所名鑑はこのような点でも利用価値が高い. している(須山， 1993) 
6 )本論でj有し、たデータベースにはJ981年版の r輪島 12)蓮江寺屋敷の家屋の平均的な敷地面積は約50m2で、
商工名鑑』のデータが含まれ，本来 4年次開データ あるため， 1戸あたりの年間借地料は約 3万円程度
であった.しかし， 4年次であっても 3年次であっ にしかならない.蓮江寺の住職によると，この金額
ても，観察されるイベントの発生率に大きな差異が は回定資産税の税額にほぼ対応するという.
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Locational Dynan1Ics of Lacquer Ware Firn1s in Wajima， J apan 
Satoshi SUY AMA 
The purpose of this paper is to analyze locational dynamics concerning the small firms in 
Wajima. ] apan. Two approaches are employed in this analysis namely incubator hypothesis and 
demographic equation. 
The results demonstrate that the built up area of Wajima has some specific areas where are 
observed newly establishments and out-migrations of firms. and its periphery has those making 
newly establishments and in-migrations of firms. The former can be regarded as the incubator area. 
and the later are the expansion areas of the firms. The incubator area is usually forms under the 
existence of rented lots that supply cheap rent and enough space to work. This cheap housing 
cost secures young artisans to be independent. After accumulating capital in the incubator area. 
they move to the expansion area. 
Key words: lacquer ware industry. incubator hypothesis. inner city. demographic equation. Wajima 
